
総代会は会員１人１人の意見を適正に反映するための開かれた制度です。

　信用金庫は、会員同士の「相互信頼」と「互恵」の精神を基本理念に、
会員１人１人の意見を最大の価値とする協同組織金融機関です。した
がって、会員は出資口数に関係なく、１人１票の議決権を持ち、総会を
通じて当金庫の経営に参加することとなります。しかし、当金庫では、会
員数がたいへん多く、総会の開催は事実上不可能です。そこで、当金庫
では、会員の総意を適正に反映し、充実した審議を確保するため、総会
に代えて総代会制度を採用しております。

　この総代会は、決算、取扱業務の決定、理事・監事の選任等の重要事
項を決議する最高意思決定機関です。したがって、総代会は、総会と同
様に、会員１人１人の意見が当金庫の経営に反映されるよう、会員の中
から適正な手続により選任された総代により運営されます。
　また、当金庫では、総代会に限定することなく、日常の事業活動を通
じて、総代や会員とのコミュニケーションを大切にし、さまざまな経営
改善に取組んでおります。

①総代の任期・定数
・総代の任期は3年です。
・総代の定数は、80人以上110人以下で、会員数に応じて各選任区域
ごとに定められております。なお、平成21年3月31日現在の総代数は
80人で、会員数は13,134人です。
②総代の選任方法
総代は、会員の代表として、会員の総意を当金庫の経営に反映する重
要な役割を担っています。そこで総代の選考は、総代候補者選考基準
＜※1＞に基づき、次の3つの手続きを経て選任されます。
（1）会員の中から総代候補者選考委員を選任する。
（2）その総代候補者選考委員が総代候補者を選考する。
（3）その総代候補者を会員が信任する（異議があれば申し立てる）。
＜※1＞総代候補者選任基準
①総代としてふさわしい見識を有している者。
②良識を持って正しい判断ができる者。
③その他、総代選考委員が適格と認めた者。

　第59期通常総代会において、次の事項が付議され、それぞれの原
案のとおり了承されました。

【報告事項】
第59期業務報告、貸借対照表及び損益計算書の内容報告について

【決議事項】
第1号議案：剰余金処分案承認について

選 任 区 域
1 区
2 区
3 区
4 区
5 区
そ の 他
合 計

会 員 数
2,118
2,815
2,259
3,317
2,305
320

13,134

うち総代数
16
16
15
19
14
0
80

総代が選任されるまでの手続について

総代のみなさま

総代とその選任方法 第59期通常総代会の決議事項

総代会制度について

②選考基準に基づき総代候補者を選考

会　員

③理事長は、総代候補者氏名を店頭
掲示し、所定の手続を経て、会員の
代表として総代を委嘱

総　代
決算に関する事項、理事・監事の選任等重
要事項の決定①理事会の議決に基づき理事

長が選考委員を委嘱し、選考
委員の氏名を店頭掲示

選考
委員

総代
候補者

理事会

総代会

80名　敬称略　五十音順　平成21年3月末日現在

● 小川 明 ● 木村 富雄 ● 木村 幸正 ● 後藤 保正 ● 高山 純一 ● (株)宝建材製作所 ● 田中 豊一郎
● (株)テイクロ ● 天狗罐詰(株) ● 服部 宏 ● 林 武彦 ● ヒサゴオフィスサービス(株) ● 下岡 寛 ● 森 武
● その他2名

第1区　中区・東区・北区・熱田区

● 池田 達彦 ● 鹿嶋 隆男 ● 加藤 弘子 ● コダマトーヨー住器(株) ● (株)セーシン ● 高橋 克 ● 田中 清夫
● （株）中村 ● （資）中村木型製作所 ● 成田 豊 ● 服部 勝之 ● 久田 錦三 ● 古田 明 ● （資）名和木型製作所
● 安井 脩嗣 ● (株)リブライト

第2区　千種区・昭和区・名東区・天白区・守山区・春日井市・小牧市・尾張旭市

● 種田 健司 ● 大島 浩嗣 ● 奥村 勝 ● 魁盛堂(株) ● キド車輌工業(株) ● (株)小鹿建設 ● 笹原 英雄
● 佐治 孝郎 ● (株)シマウマ ● 高桑 秀幸 ● 田中 正博 ● 藤本 正直 ● 松浦 英一郎 ● (株)ヤマトヤ
● その他1名

第3区　中村区・西区・稲沢市・岩倉市・西春日井郡・清須市・北名古屋市

● 飯島 昇 ● 北川 ふさ子 ● 久野金属工業(株) ● 近藤 吉雄 ● 桜軽金属工業(株) ● 真田 信松 ● (株)三愛工業所
● 中央化工機（株） ● 中村 保 ● 中村 友紀 ● 名古屋メタリコン工業(株) ● 原 政克 ● 藤巻 武利 ● 古川 光政
● （株）豊正産業 ● （株）丸福 ● 山口 隆 ● （有）山田工作所 ● 米田 亙

第4区　瑞穂区・南区・緑区・大府市・豊明市・東海市・日進市・刈谷市・知立市・豊田市・愛知郡・三好町

● 伊藤 孝文 ● (株)永代 ● 加藤 銑一 ● 木村 秀夫 ● 鈴木 幸安 ● 谷口 仁志 ● 中部鋼材(株)
● 中島 隆夫 ● 成田 彦市 ● 土方 一久 ● (株)武藤製作所 ● 安井 肇 ● 矢野 恵 ● 山内 悦哉

第5区　中川区・港区・津島市・蟹江町・大治町・甚目寺町・美和町・七宝町・愛西市・弥富市・十四山村・飛島村

会員の総意を適正に反映するための制度

地区を5区の選任区域に分け、各選任区域ごとに総代の定数を定める。

理事会の議決により、選任区域ごとに会員のうちから選考委員を委嘱

選考委員の氏名を店頭に掲示

選考委員が総代候補者を選考

総代候補者の氏名を、１週間店頭掲示

当該総代候補者が選任区域の総代定数の1/2以上

a　他の候補者を選考 b　当該総代を再度候補者として選考

有効投票の過半数の賛成 有効投票の過半数の賛成なし

当該総代候補者が選任区域の総代定数の1/2以上

c　他の候補者を選考

理事長は総代に委嘱

上記②以下の手続を経て

当該総代候補者が選任区域の総代定数の1/2未満

d　欠員（選考を行わない）

総代の氏名を店頭に1週間掲示

c／d　いずれか選択

選任区域の会員による投票

当該総代候補者が選任区域の総代定数の1/2未満

a／b　いずれか選択
a／b／c　いずれか選択

①会員から異議がない場合　または②選任区域
の会員数の1/3未満の会員から異議の申出があ
った総代候補者

選任区域の会員数の1/3以上の会員から異議の
申出があった総代候補者

理事長に報告

左記の掲示について中日新聞に公告

異議申出期間(公告後2週間以内)

総 代 の 選 任

総代候補者の選考

総 代 候 補 者
選考委員の選任
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総代について
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